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子孫らが語り合った咸臨丸サミット子孫らが語り合った咸臨丸サミット
歴史、生き様、思い、そして未来へ…

　

咸
臨
丸
で
渡
米
を
果
た
し
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か

け
多
く
の
功
績
と
足
跡
を
残
し
た
小
野
友
五
郎
や
勝

海
舟
な
ど
咸
臨
丸
に
関
わ
る
子
孫
た
ち
を
招
い
て
、

10
月
27
日
、
笠
間
稲
荷
神
社
（
笠
間
市
笠
間
）
で
「
咸

臨
丸
サ
ミ
ッ
ト
㏌ 
笠
間
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
多
く

の
市
民
、
歴
史
愛
好
家
ら
２
５
０
人
が
訪
れ
、
会
場

は
満
席
と
な
り
、
子
孫
ら
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
で
は
歴
史
小
説
家
の
鳴
海
風
氏
が
基
調

講
演
、
こ
の
後
、
６
人
の
子
孫
ら
が
登
壇
し
、
先
祖

た
ち
へ
の
思
い
、
咸
臨
丸
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
語

り
合
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
小
野
友
五
郎
新

聞
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

咸
臨
丸
に
関
係
す
る
福
島
県
矢
祭
町
、
北
海
道
木

古
内
町
の
町
長
、
山
口
伸
樹
笠
間
市
長
も
訪
れ
ま
し

た
。
主
催
は
小
野
友
五
郎
を
伝
え
て
ゆ
く
会
（
杉
田

捷
機
会
長
）、
笠
間
市
、
咸
臨
丸
子
孫
の
会
な
ど
共
催
。

（
次
ペ
ー
ジ
以
降
に
詳
細
）

表
彰
を
受
け
た
児
童
ら
と
杉
田
会
長

満
席
の
聴
衆
を
魅
了

第3回小野友五郎新聞コンクール
最優秀、優秀賞児童ら12人を表彰
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１
６
４
年
前
の
江
戸
時
代
末
に
日
本

の
軍
艦
と
し
て
初
め
て
太
平
洋
を
横
断

し
、
米
国
に
渡
っ
た
徳
川
幕
府
の
咸
臨

丸
（
か
ん
り
ん
ま
る
）
に
思
い
を
は
せ

る
「
咸
臨
丸
サ
ミ
ッ
ト
」
が
10
月
27
日
、

笠
間
市
笠
間
の
笠
間
稲
荷
神
社
で
開
か

れ
た
。
歴
史
小
説
家
、
鳴
海
風
さ
ん
の

基
調
講
演
と
、
咸
臨
丸
の
乗
組
員
の
子

孫
ら
６
人
が
一
堂
に
会
し
て
の
パ
ネ
ル

討
論
が
行
わ
れ
、
同
艦
の
米
国
渡
航

の
意
義
を
考
え
、
人
々
に
尽
く
し
、
平

和
を
築
く
大
切
さ
な
ど
、
未
来
へ
向
け

て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
は
、咸
臨
丸
の
航
海
長
で
、

明
治
期
に
は
鉄
道
の
調
査
測
量
な
ど
で

日
本
の
近
代
化
の
礎
を
築
く
貢
献
を
し

た
旧
笠
間
藩
士
の
小
野
友
五
郎
を
郷
土

の
偉
人
と
し
て
顕
彰
す
る
「
小
野
友
五

郎
を
伝
え
て
ゆ
く
会
」（
杉
田
捷
機
会

長
）
が
主
催
し
た
。
歴
史
愛
好
者
ら
約

２
５
０
人
が
耳
を
傾
け
た
。

　

■
成
果
明
ら
か
に

　

咸
臨
丸
は
、
日
米
修
好
通
商
条
約
の

批
准
の
た
め
、
渡
米
す
る
幕
府
の
使
節

団
を
乗
せ
た
米
艦
「
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
」

を
護
衛
す
る
名
目
で
、
１
８
６
０
年
１

月
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
向
け
品
川

を
出
航
し
、
同
５
月
に
帰
国
し
た
。
往

路
は
37
日
間
か
か
り
、
暴
風
雨
と
荒
波

に
も
ま
れ
て
の
航
海
だ
っ
た
。

　

鳴
海
さ
ん
は「
幕
末
日
本
の
再
検
証
・

咸
臨
丸
ア
メ
リ
カ
渡
航
の
意
義
」
と
題

し
講
演
。
咸
臨
丸
の
渡
米
が
ペ
リ
ー
来

航
（
１
８
５
３
年
）
か
ら
明
治
維
新

（
68
年
）
ま
で
の
「
真
ん
中
に
あ
る
」
と

指
摘
。「
意
義
」
を
考
え
る
に
は
、
渡

航
に
至
る
経
緯
と
目
的
、
成
果
を
は
っ

き
り
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し

た
。

　

鳴
海
さ
ん
は
、
ペ
リ
ー
艦
隊
来
航
の

13
年
前
に
あ
っ
た
ア
ヘ
ン
戦
争
の
情
報

を
把
握
し
な
が
ら
、
十
分
な
防
備
対
応

を
取
ら
な
か
っ
た
幕
府
の
怠
慢
を
指
摘

す
る
一
方
、
来
航
後
の
対
応
は
素
早

か
っ
た
と
し
た
。
度
量
の
広
い
決
断
の

結
果
、
勝
海
舟
な
ど
「
い
ろ
い
ろ
な
人

材
が
出
て
き
た
」
と
述
べ
た
。
55
年
10

鳴海　風さん

藤本　増夫さん

高山　みな子さん

茨城新聞　咸臨丸サミット記事から
笠間支局　佐川友一記者

2024年11月6日付
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月
に
オ
ラ
ン
ダ
人
が
教
師
と
な
る
海
軍

の
学
校
、
長
崎
海
軍
伝
習
所
が
創
設
さ

れ
、
咸
臨
丸
で
の
米
国
渡
航
の
乗
組
員

は
こ
こ
で
学
ん
だ
人
ら
か
ら
選
ば
れ

た
。

　

■
近
代
化
の
必
要
性

　
「
子
孫
が
語
る
幕
末
日
本
・
咸
臨
丸

未
来
の
船
出
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ

ル
討
論
で
は
、
咸
臨
丸
子
孫
の
会
会
長

の
藤
本
増
夫
さ
ん
（
水
主
（
か
こ
）・
大

熊
実
次
郎
の
兄
の
玄
孫
）、
高
山
み
な

子
さ
ん
（
勝
海
舟
の
玄
孫
）、
小
林
賢

吾
さ
ん
（
浜
口
興
右
衛
門
の
ひ
孫
）、

宗
像
信
子
さ
ん
（
木
村
喜
毅
の
玄
孫
）、

小
野
孝
太
郎
さ
ん
（
小
野
友
五
郎
の
玄

孫
）、
榎
本
隆
一
郎
さ
ん
（
榎
本
武
揚

の
玄
孫
）
が
登
壇
。

　

藤
本
さ
ん
は
、
水
主
た
ち
が
よ
く
読

み
書
き
が
で
き
た
こ
と
や
、
咸
臨
丸
の

乗
組
員
に
茨
城
県
か
ら
も
現
在
の
土
浦

市
、
小
美
玉
市
の
出
身
者
が
い
た
こ
と

を
紹
介
。
高
山
さ
ん
は
、
海
舟
が
、
渡

航
中
、
船
酔
い
で
艦
長
の
職
責
を
果
た

せ
な
か
っ
た
こ
と
に
「
悔
し
い
思
い
を

し
た
だ
ろ
う
」
と
無
念
を
代
弁
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
、
浦
賀
奉
行
所
の
同
心

か
ら
長
崎
海
軍
伝
習
所
の
１
期
生
に
な

り
、
米
渡
航
の
乗
員
に
も
選
ば
れ
た
浜

口
を
曾
祖
父
に
持
つ
。
浜
口
の
伝
習
所

時
代
に
つ
い
て
「
学
ん
だ
の
は
通
訳
を

介
し
１
年
半
。
何
が
勉
強
で
き
ま
し
ょ

う
か
」
と
、
学
習
は
十
分
で
は
な
か
っ

た
と
の
見
方
を
示
し
た
。
宗
像
さ
ん
は

高
祖
父
木
村
が
軍
艦
奉
行
だ
っ
た
が

「
渡
航
前
、
財
産
を
全
部
売
り
払
い
、

３
千
両
を
用
意
し
た
。
戦
に
行
く
気
持

ち
だ
っ
た
ろ
う
」
と
述
べ
た
。

　

小
野
さ
ん
は
、
友
五
郎
の
渡
航
直
前

の
心
境
を
「
不
安
、
信
頼
、
覚
悟
の
三

つ 

だ
っ
た
と
思
う
」と
推
測
。
榎
本
さ

ん
は
、
武
揚
が
咸
臨
丸
の
米
渡
航
組
に

は
選
ば
れ
ず
、
後
に
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学

す
る
際
、
品
川
か
ら
長
崎
ま
で
咸
臨
丸

に
乗
っ
た
と
い
う
。
当
時
の
高
祖
父
の

心
境
を
「（
渡
米
で
き
ず
）
悔
し
か
っ
た

は
ず
で
、何
と
し
て
も
外
国
に
と
思
い
、

オ
ラ
ン
ダ
留
学
を
果
た
せ
た
」
と
述
べ

た
。

　

米
国
で
は
、
港
湾
に
ひ
し
め
く
蒸
気

船
、
大
き
な
ホ
テ
ル
、
工
場
な
ど
近
代

文
明
の
威
容
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

鳴
海
さ
ん
は
「
国
を
守
る
の
に
は
軍
事

力
が
必
要
で
、
近
代
化
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
、（
乗
組
員
の
）
誰
も
が
痛

感
し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
た
。

　

■
グ
レ
ー
ト
・
ピ
ー
ス

　

先
祖
か
ら
受
け
継
い
で
い
る
と
思
う

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
小
野
さ
ん
は

「
人
々
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
」、
小
林

さ
ん
は
「
で
き
る
範
囲
で
や
れ
る
こ
と

を
や
る
。
そ
れ
の
積
み
重
ね
が
大
き
な

力
、
国
力
に
も
な
る
と
い
う
こ
と
」
と

話
し
た
。

　

最
後
に
、
鳴
海
さ
ん
は
、
咸
臨
丸
の

偉
業
を
踏
ま
え
た
「
未
来
へ
の
船
出
」

の
針
路
を
示
し
た
。
江
戸
時
代
に

２
６
０
年
間
、
日
本
が
外
国
と
戦
争
し

な
い
「
グ
レ
ー
ト
・
ピ
ー
ス
」
の
時
代

が
あ
り
、
第
２
次
大
戦
後
も
79
年
間
、

戦
争
を
し
な
い
で
き
て
い
る
こ
と
を
挙

げ
、「
再
び
の
グ
レ
ー
ト
・
ピ
ー
ス
を

築
い
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

（
佐
川　

友
一
）

小林　賢吾さん

宗像　信子さん

小野　孝太郎さん

榎本　隆一郎さん
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咸臨丸サミットin笠間咸臨丸サミットin笠間 咸臨丸サミットin笠間

杉田捷機会長
（小野友五郎を伝えてゆく会）

日本中に小野友五郎
の名を残し、子孫の
方々を招いて咸臨丸
サミットを開くこと
が夢だった

鈴木慎也町長
（北海道木古内町）

咸臨は心を感じ合い、
親しみ、一致協力し
て正しい道を歩んで
いくことを指す。地
域で連携して明るい
未来を目指したい

山口伸樹市長
（笠間市）

熱意をもってやれば
何でもできると、サ
ミット開催で感じた。
偉人の活躍を地域で
盛り上げていくこと
が大事

佐川正一郎町長
（福島県矢祭町）

時 代 が 変 わ る 幕 末、
咸臨丸が果たした役
割を感じた。歴史に
学び未来を知る。今
の日本を考える意義
あるサミットだった

藤本増夫会長
（咸臨丸子孫の会）

できるだけ史実を明
らかにし、咸臨丸乗
組員は皆、一生懸命
頑張ったということ
を伝えていきたい

塙東男宮司
（笠間稲荷神社）

稲荷神社には友五郎
愛用の天球儀がある
が、今回のサミット
は杉田会長の熱意に
より開催することが
できた
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正
確
な
天
測
に
驚
き
も

　

浦
賀
を
出
港
し
た
咸
臨
丸
は
翌
日

か
ら
大
荒
れ
の
真
冬
の
太
平
洋
に
遭

遇
し
て
し
ま
い
、
船
が
波
の
中
に
す
っ

ぽ
り
入
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
状
況
と

な
り
ま
し
た
。
日
本
人
乗
組
員
は
全
員

船
酔
い
に
な
り
、
米
国
人
の
助
け
を
受

け
な
け
れ
ば
操
船
で
き
な
い
状
況
の

中
で
、
友
五
郎
、
中
浜
万
次
郎
、
浜
口

興
右
衛
門
の
３
人
は
事
態
に
気
後
れ

す
る
こ
と
な
く
天
測
を
し
操
船
し
ま

し
た
。

　

友
五
郎
の
正
確
な
天
測
に
は
ジ
ョ

ン
・
ブ
ル
ッ
ク
大
尉
も
大
変
驚
き
、
改

め
て
友
五
郎
の
才
能
を
再
認
識
し
た

と
後
に
記
し
て
い
ま
す
。
37
日
間
の
多

難
な
航
海
を
終
え
て
１
８
６
０
（
安
政

７
）
年
２
月
26
日
、
無
事
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
に
到
着
し
ま
し
た
。
艦
長
の
勝

麟
太
郎
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到

着
す
る
ま
で
体
調
不
良
と
船
酔
い
で

寝
た
き
り
状
態
で
し
た
。
港
の
周
辺
は

お
び
た
だ
し
い
数

の
帆
船
や
蒸
気
艦

が
並
び
、
日
本
の

小
さ
な
港
し
か
知

ら
な
い
乗
組
員
た

ち
は
、
さ
ぞ
驚
い

た
こ
と
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

軍
艦
奉
行
の
木

村
摂
津
守
喜
毅

は
、
勝
艦
長
と
ブ

ル
ッ
ク
大
尉
、
中

浜
万
次
郎
を
通
訳

と
し
て
入
国
手
続

き
の
た
め
下
船
さ

せ
ま
し
た
。
航
海
中
、
咸
臨
丸
は
常
に

日
の
丸
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。
幕
府
が

国
旗
と
し
て
初
め
て
使
用
し
た
も
の

で
、
そ
れ
以
降
、
米
国
は
日
の
丸
を
日

本
の
国
旗
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
所
で
掲

げ
、
歓
迎
し
ま
し
た
。
笠
間
稲
荷
神
社

に
は
、
友
五
郎
が
こ
の
航
海
で
使
用
し

た
と
い
わ
れ
る
天
球
儀
が
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

表
敬
訪
問　

歓
迎
の
礼
砲

　

米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
港
周

囲
に
は
お
び
た
だ
し
い
砲
台
が
あ
り
、

ア
ル
カ
ト
ラ
ズ

島
に
も
無
数
の

砲
台
が
入
港
す

る
船
に
照
準
を

合
わ
せ
て
い
ま

し
た
。
日
本
人

乗
組
員
た
ち
は

江
戸
湾
の
無
防

備
さ
を
改
め
て

思
い
知
ら
さ
れ

た
の
で
す
。

15
歳
か
ら
23

歳
ま
で
米
国
で

捕
鯨
船
に
乗
り

な
が
ら
学
校
で

学
ん
で
い
た
中
浜
万
次
郎
に
と
っ
て

は
、
２
度
目
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

で
、
土
地
勘
も
あ
り
ま
し
た
。
帰
国
の

資
金
作
り
に
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
で

沸
く
金
山
で
働
い
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
た
万
次
郎
は
、
二
度
と
こ
こ
に
来

る
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
と
自
伝

に
書
い
て
い
ま
す
。

　

ま
げ
を
結
い
、
大
小
２
本
の
刀
を
下

げ
た
侍
の
姿
に
米
国
人
も
さ
ぞ
驚
い

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
長
崎
で
外
国
人
を

見
慣
れ
て
い
た
友
五
郎
も
ス
カ
ー
ト

を
は
い
た
女
性
を
見
た
の
は
初
め
で

し
た
。
何
階
に
も
な
っ
た
宮
殿
の
よ
う

な
建
物
。
次
々
に
役
人
が
あ
い
さ
つ
に

訪
れ
、
皆
夫
人
を
同
伴
し
て
い
る
の
に

は
驚
い
た
そ
う
で
す
。

　

駐
米
の
各
国
領
事
が
訪
れ
た
り
、
海

軍
の
測
量
船
や
鉄
工
場
を
ジ
ョ
ン
・
ブ

ル
ッ
ク
大
尉
の
案
内
で
見
学
を
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
１
８
６
０（
安
政
７
）

年
３
月
１
日
、
軍
艦
奉
行
の
木
村
摂
津

守
は
全
下
士
官
を
連
れ
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
歓
迎

の
礼
砲
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
場
所
を

ピ
ー
タ
ー
ジ
ョ
ブ
・
ホ
テ
ル
に
移
し
、

市
内
の
名
士
数
百
人
が
迎
え
る
中
、
盛

大
な
歓
迎
会
が
開
催
さ
れ
た
の
で
す
。

（
つ
づ
く
）

小
野
友
五
郎
伝

杉
田
　
捷
機 4

咸
臨
丸
難
航
図
（
横
浜
開
港
資
料
館
所
蔵
）
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久
信
田　

喜
一

　

■
大
場
家
の
概
要

　

大
山
守
大
場
家
郷
士
屋
敷
（
お
お
や

ま
も
り
お
お
ば
け
ご
う
し
や
し
き
）は
、

行
方
市
玉
造
甲
に
あ
り
、
現
在
火
・
水
・

木
・
土
曜
日
に
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

大
場
家
は
、
桓
武
平
氏
の
一
族
で
、

初
代
政
忠
は
玉
造
城
主
の
玉
造
氏
に
仕

え
、
二
代
政
信
は
佐
竹
氏
に
仕
え
ま
し

た
。
佐
竹
氏
の
秋
田
移
封
後
は
玉
造
城

跡
に
土
着

し
、
三
代
正

治
の
時
に
、

水
戸
藩
初
代

藩
主
徳
川
頼

房
の
命
に
よ

り
大
場
家
屋

敷
内
に
水
戸

徳
川
家
の
御

殿
が
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
五
代
正
次
の
時
に
水
戸
藩

二
代
藩
主
光
圀
の
命
に
よ
り
、
御
殿
の

普
請
が
行
わ
れ
、
玉
造
城
跡
を
背
に
負

う
現
在
の
建
物
の
原
型
が
完
成
し
ま
し

た
。
以
後
大
場
家
は
、
水
戸
藩
の
藩
主

や
そ
の
一
族
が
行
方
・
潮
来
方
面
に
立

ち
寄
る
際
に
は
必
ず
宿
泊
・
休
憩
す
る

御
殿
・
御
旅
館
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
六
代
惣
介
方
正（
み
つ
ま
さ
）

が
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
に
水
戸

藩
の
大
山
守
に
就
任
し
、
こ
れ
に
よ
り

大
山
守
大
場
家
が
確
立
し
ま
す
。
大
山

守
は
、
郡
奉
行
の
も
と
で
、
庄
屋
以
下

の
村
人
を
管
理
・
支
配
し
ま
し
た
。
大

場
家
の
場
合
は
基
本
的
に
玉
造
郷
十
二

カ
村
を
管
轄
し
、
多
い
時
に
は
小
川
郷

七
カ
村
と
玉
里
郷
五
カ
村
を
加
え
た

二
十
四
カ
村
を
管
轄
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
十
二
代
惣
介
政
信
は
、
水
戸

藩
九
代
藩
主
徳
川
斉
昭
が
行
っ
た
天
保

検
地
の
郷
役
人
を
務
め
、
そ
の
功
績
に

よ
り
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
に
水

戸
藩
の
郷
士
に
取
り
立
て
ら
れ
ま
し

た
。
大
場
家

の
屋
敷
が
大

山
守
大
場
家

郷
士
屋
敷
と

称
さ
れ
る
の

は
こ
の
た
め

で
す
。

　

大
場
家
は

そ
の
後
十
三

代
伊
三
郎
、

十
四
代
粂
之

介
、
十
五
代
修
一
郎
、
十
六
代
正
道
と

続
き
、
現
当
主
大
場
正
二
は
十
七
代
に

あ
た
り
ま
す
。

　

■
行
方
大
場
家
歴
史
資
料
館
の

建
設

　

以
上
の
よ
う
な
歴
史
を
も
つ
大
場
家

で
す
の
で
、
所
蔵
す
る
古
文
書
は
三
万

点
以
上
を
数
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
徳
川
光
圀
作
茶
杓
を
は
じ

め
、
徳
川
治
保
作
黒
楽
茶
碗
・
赤
楽
茶

碗
、
徳
川
斉

昭
自
筆
の
扇

面
や
徳
川
斉

昭
の
印
籠
な

ど
歴
代
の
水

戸
藩
主
か
ら

拝
領
し
た
宝

物
類
は
数
多

く
、
そ
の
ほ

か
徳
川
慶
喜

七
歳
の
書
、

徳
川
昭
武
十
一
歳
の
書
、「
礫
邸
図
」（
小

石
川
水
戸
藩
上
屋
敷
の
図
）、
松
平
頼

救
書
、
十
二
代
将
軍
徳
川
家
慶
画
な
ど

貴
重
な
美
術
品
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
所
蔵
品
は
、
大
場
家
の
東

蔵
を
改
造
し
た
展
示
室
で
一
般
公
開
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
手
狭
に
な
っ
た
た

め
、
大
場
家
の
敷
地
に
近
接
し
た
地
所

を
確
保
し
て
「
行
方
大
場
家
歴
史
資
料

館
」
を
新
築
し
、
来
年
の
開
館
を
め
ざ

し
て
準
備
中
で
す
。

　

大
山
守
大
場
家
郷
士
屋
敷
に
皆
様
多

数
お
出
で
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
大
山
守
大
場
家
保
存
協
会
理
事
）

土
間

御
殿
の
間

大山守大場家郷士屋敷

玄
関
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井
坂　

幸
雄

　

咸
臨
丸
の
航
海
長
と
し
て
米
国
に
渡

る
な
ど
多
く
の
功
績
を
残
し
た
友
五
郎

は
文
久
元（
１
８
６
１
）年
、
笠
間
藩
士

か
ら
幕
府
の
旗
本
に
登
用
さ
れ
ま
す
。

深
川
に
屋
敷
を
構
え
て
い
た
友
五
郎
で

す
が
、
幕
臣
と
な
っ
て
以
降
、
幕
府
か

ら
芝
金
杉
に
屋
敷
地
の
拝
領
を
受
け
て

い
た
こ
と
が
史
料
な
ど
か
ら
う
か
が
え

ま
す
。
J
R
浜
松
町
駅
近
く
の
港
区
芝

に
金
杉
橋
と
い
う
名
の
つ
い
た
ビ
ル
や

公
園
な
ど
が
あ
り
、
こ
の
南
側
の
海
沿

い
一
帯
が
当
時
の
金
杉
で
し
た
。
拝
領

を
受
け
た
時
期
は
不
明
で
す
が
、
旗
本

に
な
っ
て
以
降
、
こ
の
一
角
に
友
五
郎

が
屋
敷
を
所
持
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

江
東
区
が
発
行
し
て
い
る『
下
町
文

化
』
に
よ
る
と
、
友
五
郎
が
持
っ
て
い

た
深
川
や
芝
金
杉
の
所
有
地
は
、
友
五

郎
が
勘
定
奉
行
並
を
務
め
、
鳥
羽
伏
見

の
戦
い
に
も
関
与
し
た
と
し
て
、
維
新

直
後
に
入
牢
、
謹
慎
処
分
と
な
っ
た
た

め
、
明
治
政
府
に
召
し
上
げ
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら

れ
た
友
五
郎
や
家
族
の
た
め
、
元
家
臣

ら
が
深
川
の
屋
敷
の
返
却
を
求
め
て
訴

願
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
３（
１
８
７
０
）年
、
友
五
郎
は

謹
慎
を
解
か
れ
、
民
部
省
に
任
用
さ
れ

鉄
道
の
測
量
事
業
に
従
事
し
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
明
治
期
の
業
績
の
一
つ
と

な
る
製
塩
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
事

業
自
体
は
千
葉
県
を
舞
台
に
展
開
さ
れ

ま
し
た
が
、
従
来
の
居
住
地
に
近
い
深

川
区
御
船
蔵
前
町
に
自
宅
を
構
え
、
明

治
11
年
に
は
製
塩
の
事
務
取
扱
所
、
販

売
所
と
し
て
同
所
に「
新
法
製
塩
法
試

験
場
取
扱
所
」を
開
設
し
ま
し
た
。

　

隅
田
川
に
接
す
る
御
船
蔵
前
町
は
現

在
の
江
東
区
新
大
橋
で
、
橋
を
渡
れ
ば

日
本
橋
で
す
。
友
五
郎
が
住
ん
で
い
た

所
は
、
現
在
は
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、

商
店
が
並
ぶ
住
宅
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

製
塩
で
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た

友
五
郎
で
す
が
、
相
次
い
で
不
運
に
見

舞
わ
れ
ま
す
。
明
治
13
年
10
月
に
千
葉

県
の
製
塩
所
が
暴
風
雨
に
よ
り
倒
壊
、

翌
14
年
１
月
に
は
深
川
の
大
火
で
自
宅

や
取
扱
所
、
貸
長
屋
が
全
焼
し
て
し
ま

い
ま
す
。
友
五
郎
は
製
塩
所
の
再
建
に

取
り
組
む
一
方
、
明
治
15
年
に
は
日
本

橋
区
本
銀
町
で
塩
の
販
売
を
始
め
ま
し

た
。
御
船
蔵
前
町
の
土
地
は
処
分
し
、

販
売
所
も
自
宅
も
日
本
橋
に
移
し
、
そ

こ
が
友
五
郎
に
と
っ
て
最
後
の
住
ま
い

と
な
り
ま
し
た
。

　

友
五
郎
が
暮
ら
し
た
日
本
橋
の
住
ま

い
は
、
現
在
の
中
央
区
日
本
橋
本
石
町

で
、
日
本
銀
行
に
近
い
外
堀
通
り
に
面

し
た
所
で
す
。
Ｊ
Ｒ
の
ガ
ー
ド
下
付
近

に
あ
た
る
と
み
ら
れ
、
他
の
住
居
地
と

同
様
に
残
念
な
が
ら
当
時
を
知
る
面
影

は
残
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

深
川
・
日
本
橋
界
隈 

㊦

友
五
郎
の
足
跡
を
訪
ね
て

住まいがあった御船蔵前町＝江東区新大橋

外堀通り面した日本橋の住居付近
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か
さ
ま
歴
史
交
流
館
井
筒
屋

　

笠
間
市
内
の
全
児
童
を
対
象
に
開
催

し
た
第
３
回
小
野
友
五
郎
新
聞
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
優

良
賞
な
ど
に
輝
い
た
入
賞
作
36
点
が
、

笠
間
の
菊
ま
つ
り
に
合
わ
せ
10
月
26
日

か
ら
12
月
１
日
ま
で
、
か
さ
ま
歴
史
交

流
館
井
筒
屋
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
３
回
目
と
な
る
コ
ン
ク
ー
ル

に
は
、
市
内
す
べ
て
の
小
学
校
、
義
務

教
育
学
校
11
校
か
ら
過
去
最
多
の

５
１
２
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
最

優
秀
賞
、
優
秀
賞
に
輝
い
た
12
人
は
咸

臨
丸
サ
ミ
ッ
ト
会
場
で
表
彰
、
作
品
は

サ
ミ
ッ
ト
記
念
誌
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。

　

表
彰
者
は
次
の
通
り
で
す
。

　
︻
最
優
秀
賞
︼
▽
小
野
友
五
郎
を
伝

え
て
ゆ
く
会
会
長
賞　

寺
門
美
歌
さ
ん

（
み
な
み
学
園
義
務
教
育
学
校
６
年
）

　
︻
優
秀
賞
︼
▽
笠
間
市
長
賞　

渡
部

智
貴
さ
ん
（
稲
田
小
６
年
）
▽
咸
臨
丸

子
孫
の
会
会
長
賞　

宮
澤
陽
菜
さ
ん

（
友
部
小
６
年
）
▽
笠
間
稲
荷
神
社
宮

司
賞　

来
栖
穂
香
さ
ん
（
北
川
根
小
５

年
）
▽
鳴
海
風
賞　

郡
司
こ
と
ね
さ
ん

（
友
部
小
６
年
）
▽
笠
間
市
教
育
長
賞

　

丹
家
那
波
さ
ん
（
友
部
二
小
５
年
）

▽
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
茨
城
会
長
賞　

臼
井

優
奈
さ
ん
（
北
川
根
小
５
年
）
▽
サ
ザ

コ
ー
ヒ
ー
会
長
賞　

嶋
田
綾
香
さ
ん

（
友
部
小
６
年
）
▽
ウ
ィ
ン
ド
・
パ
ワ
ー

社
長
賞　

菊
池
小
春
さ
ん
（
友
部
小
６

年
）
▽
笠
間
観
光
協
会
長
賞　

鈴
木
菜

生
さ
ん
（
笠
間
小
６
年
）
▽
笠
間
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞　

伊
藤
楽
さ
ん

（
友
部
小
６
年
）
▽
井
筒
屋
賞　

小
沼

愛
來
さ
ん
（
大
原
小
３
年
）

大
切
な
地
域
の
偉
人
の
顕
彰

橘
川　

栄
作

　

鳥
取
県
で
暮
ら
す
友
人
が
、映
画「
桜

田
門
外
ノ
変
」
を
観
て
、
鳥
取
藩
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
、

遠
く
茨
城
の
私
の
と
こ
ろ
ま
で
訪
ね
て

き
ま
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
鳥
取
の
人

は
幕
末
に
鳥
取
藩
が
果
た
し
た
役
割
や

地
元
の
偉
人
の
こ
と
を
知
ら
な
す
ぎ
る

と
い
う
。
仕
事
を
辞
め
て
自
主
映
画
を

作
り
、幕
末
の
鳥
取
藩
を
伝
え
た
い
と
、

本
当
に
公
務
員
を
辞
め
て
し
ま
い
、
10

本
の
短
編
映
画
を
作
り
ま
し
た
。
研
究

会
を
立
ち
上
げ
、
仲
間
を
募
り
、
会
員

も
増
え
て
立
派
に
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

私
も
全
国
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
誇
れ

る
人
を
顕
彰
す
る
大
会
、
サ
ミ
ッ
ト
を

彼
ら
と
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
我
々
の
代
表
は
小
野
友

五
郎
。
咸
臨
丸
サ
ミ
ッ
ト
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
、
運
営

に
携
わ
っ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

　

盛
況
だ
っ
た
咸
臨
丸
サ
ミ
ッ
ト
。
パ
ネ

ラ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
も
後
日
、
感
謝
や

お
ほ
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
会

場
の
雰
囲
気
が
良
く
、
楽
し
く
う
き
う

き
し
た
気
持
ち
で
話
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」「
多
く
の
力
で
成
し
遂
げ
ら
れ
た

サ
ミ
ッ
ト
は
ま
さ
に
咸
臨（
互
い
に
親
し

み
厚
く
情
を
持
っ
て
協
力
し
合
う
）で
し

た
」「
熱
心
に
聞
い
て
い
た
だ
き
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
」な
ど
な
ど
。
そ
し

て
、
皆
さ
ん
ま
た
笠
間
を
訪
れ
、
歴
史

や
観
光
、
お
酒
を
楽
し
み
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
井
）

編

集

後

記

会 員 募 集 中
　本会の趣旨にご賛同くださいま
す個人、法人及び団体の皆様のご
入会をお待ちしています。
　下記アドレスまたは
QRコードより、ホーム
ページ「入会のご案内」
をご覧ください。
https://tomogorou.com

会
員
の
声

友
五
郎
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
36
点
を
展
示

１カ月にわたり展示された入賞作品


